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１．はじめに

今回、僕はポルトガルへの海外派遣事業に参加しました。僕が海外派遣事業に参加した理由

は、自分自身の世界を広げたいと思ったからです。自分の見ている世界とは違うものを見てみ

たかったし、そのようにして客観的に物事を捉えられるようになりたいと思いました。またサッ

カーが好きなので、なによりあこがれの地であるヨーロッパに行くことも夢だったからという

のもあります。

今回の旅では、様々な出会いがありました。たくさんの人との出会いは、自分自身に大きな

影響を及ぼしたと思っています。旅の様子と共に、その時に感じたことをまとめていきます。

２．移動

初めてのヨーロッパでとてもワクワクしていました。移動日当日の朝はゆっくり起き、荷物の

最終確認をして空港に向かいました。

長崎空港から羽田空港に行き、いよいよ出国です。まず、ターキッシュエアラインズでトルコの

イスタンブール空港まで行きました。その時に機内で隣だったドイツ人の方と喋ったり、お菓子

をあげたりして仲良くなりました。最後には一緒に写真を撮ってくれました。どの国にも優しい

人がいて、誰とでも仲良くなれる可能性があるのだと実感することができました。連絡先を交

換することはできなかったけれど、また会えると信じています。会えなくとも、この出会いを忘

れたくはないです。

イスタンブールからはいよいよポルトガルのリスボンです。リスボン空港に着いた時は入国に

時間がかかったけど、ヴィラヴィソーザの方たちなどが笑顔で、本当にビッグスマイルで迎え

てくれました。なんというかホッとしました。

３．大使館で

空港から大使館に向かいました。日本大使に会えることなんてめったにないことなので緊張

しましたが、とてもやさしく接していただいて和やかな雰囲気で大使への挨拶が終わりました。

その後、食事タイムがありました。ポルトガルの人はそういう場面ではあまり食事をとらずにド

リンクを飲んで会話を楽しむみたいです。しかし、お腹が空いていた僕たちは黙々とたくさん

食べていました。関係者の方がそれを見て微笑んでいたのが印象的でした。
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４．ヴィラヴィソーザ

その日のうちにヴィラヴィソーザに行き、レストランで食事をしました。そのレストランは、ヴ

ィラヴィソーザ滞在中の昼・夜のすべての食事を出してくれるところです。日本にはないよう

な雰囲気で、ポルトガルらしさを感じられたし、ポルトガル料理を毎回楽しむことができました。

レストランのおばちゃんはフレンドリーにいつも笑顔で話しかけてくれました。一方でそこの

おじちゃんは、顔が少し強面で口数は少ないのですけれど、食後にポル語で「Oburigado」と

いうと笑ってこたえてくれました。人は見かけによらないなと思いました。

次の日は市長・副市長表敬訪問が一番初めにありました。お二方は陽気な方たちなので最初

は地域のおじいちゃんなのかなと思うほどでした。会話も弾んで、色々な事を話せました。例

えば、個人的には結構重要な「ベンフィカ or スポルティング問題」についても話したほどです。

また、滞在中にサッカーを見に行かないか？と誘ってくれるくらい優しいのです。大村市もそ

うですけれど、市長方との距離がとても近いと感じました。近いことで市民の気持ちが反映さ

れるだろうし、政治が身近に感じられることがいいと思います。

ヴィラヴィソーザでは博物館を多く巡りました。どの博物館の人も英語で説明してくれました。

意味が分からない単語もあったけれど、流れとして聞くことができたので内容は理解できまし

た。説明してくださる人がわかりやすく説明して下さっていたのかもしれませんね。

この旅の中で一番印象に残っていることといえば、現地中高生との交流です。年の近い外国

の人と話すことなんて滅多にないから、じつは結構緊張していました。でも、僕が「サッカーが

好きだ」と言うとすぐに打ち解けて一緒に笑っていました。自分の好きなことがあることは大

事だし、それを発信して、相手との共通点が見つかれば仲良くなれる近道になることがわかり

ました。

また、日本の食べ物を持って行ったのでそれを食べてもらったら、とてもおいしそうに食べ

ていました。食は世界を超えるとはこのことなのだとビックリしました。正直、気に入られない

かも、と思ったりしていましたが、おいしく食べてくれて嬉しかったです。

その時に Instagramの交換などをしたので、今でも時々サッカーについて話したりしてい

ます。

市営プールに行ったときは、交流会で出会ったマルコとマルコの弟とその友だちと一緒に飛

び込み台から色んな飛び込みをしました。それがすごく楽しくて、多分一時間以上はしていま

した。その時は他のポルトガル人の人とも仲良くなり、「楽しさ」で会話をしていた感じでした。

でも、アクシデントがあって横から入ってしまって耳を水にぶつけてしまって痛くなってしま

いました。副市長もその時一緒にいて、地域のお医者さんのところに連れて行ってくれました。

そして、薬をもらいに隣町の夜間薬局まで連れて行ってくれました。本当に優しいですよね。
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５．シントラ

シントラでの滞在は二日間と短い時間でしたがユーラシア大陸最西端ロカ岬などに行きまし

た。こちらの都市はヴィラヴィソーザと違って観光地です。正直スリに合わないか心配でした

が、街の人はすれ違いざまに挨拶してくれて少し嬉しかったです。雑貨屋さんの店主の人は写

真を一緒に撮らせてというと「sim(yes)」と答えてくれました。

また、ロータリークラブの人たちと会食をした時は何人もの人が出迎えてくれて、びっくりし

ました。食事の時も楽しく話をしながらおいしい料理を食べられたのでもう最高でした。

６．最後に

この旅を通して出会った人は、みんなとっても優しかったです。なぜここまで僕たちのために

良心と笑顔をもって話してくれるのだろう、と疑問に思ったりしました。まずはポルトガル人の

国民性はあると思います。少なくとも、僕が出会ったポルトガルの人はみんな優しかったです。

みんな僕たちのことを快く受け入れてくれました。

僕はこの旅で感じたことがありました。世界は今、紛争や戦争が絶えず、様々な問題で苦し

んでいる人がいます。こうして世界的に見れば、平和とはいえる状況ではありません。また、人

種差別やマイノリティの人への偏見、差別などもなくなっていません。そんな世の中で、僕が思

ったのはしっかりと相手のことを知らなければいけないということです。たとえ人種や考え方

が違っていても「一人のひと」としてみて相手と接することが大事なのだと思います。それには

時間がかかるかもしれないけれど地道な歩み寄りを大切にして生きて、その小さなものが集

まれば、世界が少し平和になるかもしれない。そんな考えを持つきっかけになれた旅でした。

もう一つ、僕はこの旅によって僕は一つの夢を持つことができました。それは、「世界中を旅

して友だちをつくる」です。一つ前の話と繋がるけど、世界中に友だちができればその人を傷

つけようとも思わないし、その人の国のことを他人事ではなく、自分事としてとらえられるよ

うになると思います。そういった気持ちを持ちたいです。

今回は、本当に自分の成長材料になったし、この旅で出会った人はもう他人ではなく、切り

離すことのできない僕の人生の一部です。このような機会を与えてくれ、関わってくださった

すべての方々に感謝したいです。本当にありがとうございました。この経験を生かして、僕のこ

れからの糧にし、さらなる成長ができるように頑張ります。
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↑市営プールで 副市長やマルコたち ↑ヴィラヴィソーザで 琴海さんとマリア

↑飛行機で知り合ったドイツ人の人 ↑ シントラの雑貨屋さん

↑シントラ市のアンジェリーナと ↑ポルトガル料理のレストラン ↑ヴィラヴィソーザの学生たちと
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